
 

新庄南高等学校生徒と県議会議員との意見交換会結果報告 

 

開  催  日 令和４年２月９日（水） 

開 催 場 所 新庄南高等学校（新庄市）、山形県議会（山形市） ※オンライン開催 

出 席 議 員 奥山誠治、小松伸也、相田光照、髙橋淳、梅津庸成 

参  加  者 発表者（３年生）及び生徒会役員等（１、２年生）29名 

意見交換の概要 

「高校生ボランティアから考える地域の未来」をテーマに、県議会議事堂

と新庄南高校をオンラインで結び意見交換を行った。意見交換会では、３

年生の代表４名より「キトキトマルシェに参加して感じたこと」、「地域

との関わり ～ボランティアサークルふなっこの活動を通して～」、「ゴ

ミ拾いイベントを開催して」、「よりみちくら部の活動に参加して」と題

して活動発表が行われ、発表内容を基に意見を交わした。 

 

【主な意見】 

・ボランティア活動に参加し、幅広い年代の方々と交流することで視野が

広がった。 

・一人ではできないことでも、みんなの力が結集すると実現できることを

体現できた。 

・ボランティア活動に限らず、様々な活動や交流を通して感じられる地元

の魅力がある。大人になっても忘れることなく、自らが広告塔となって

地元の魅力を発信していって欲しい。 

 


